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核融合炉におけるプラズマ壁相互作用
(Plasma-Wall Interaction, PWI)やプラズマ物理研究
のために直線型ダイバータプラズマ模擬装置
(Liner Divertor Plasma Simulator, LDS)が広く使用
されている。デモ炉に代表される次期核融合炉の
高い信頼性設計のためにLDSの役割はますます重
要であり，世界におけるLDSによる共同研究は，
プラズマ壁相互作用研究のための新しい手法と
して進められている。これらの共同研究で最も重
要なポイントの1つはLDSで得られたデータや成
果を普遍化して共有することであり，LDS及び大
型装置双方でのプラズマ特性を評価する数値シ
ミュレーションが不可欠である。 

本発表では，Edge Monte Carlo 3D (EMC3) - 

Eireneコード[1]を用いて，名古屋大学の直線型ダ
イバータプラズマ模擬装置NAGDIS-II形状におけ
るシミュレーションを行う。プラズマモデルはプ
ラズマ生成領域とプラズマテスト領域の２つで
ある。NAGDIS-IIプラズマの径分布(電子温度，電
子密度分布)を再現するために，半径方向に分布を
持つ体積エネルギーソース(Energy Volume Source)

を用いる。体積エネルギーソースの採用により，
典型的な放電と同程度のプラズマを得た。一方，
ターゲット板形状は3次元構造である。座標につ
いて，プラズマ断面について，水平方向を𝑥方向，
上下方向を𝑦方向，磁力線方向を𝑧方向とする。V

字ターゲット板[2]は，𝑦方向に53°の角度で開い
た形状である。同様に，斜めターゲット板[3][4]

（開構造，閉構造）について𝑦方向にターゲット
板を磁力線に対して30°傾けている。また，比較
のために，磁力線に対して垂直な平板ターゲット
板についても実施し，合計4種類の形状での比較
検討を行った。 

シミュレーション結果を図1に示す。図1(a)(b)(c)

はそれぞれV字ターゲット板における電子温度，
電子密度，及び水素分子密度分布を中央の𝑥 = 0面
での断面における𝑦-𝑧分布図である。図1(d)(e)に閉
斜めターゲット板及び開斜めターゲット板の水
素分子密度を示す。ターゲット形状間の比較の結

果，V字ターゲット及び閉斜めターゲットにおい
て中性ガス密度が上昇し，3次元ターゲット形状
の効果が確認された。今後は中性粒子バランスを
考慮したシミュレーションを行う。 
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図1(a)電子温度(V字), (b)電子密度(V字), (c)H2密度(V字) 

(d)H2密度(閉斜め), (e)H2密度(開斜め) 
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